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ホームレスの実態に
関する全国調査について



ホームレスの実態に関する全国調査について

１ 目的

法の規定及び基本方針の見直しを検討するにあたって、政策評価等の実施

に必要なデータを得ることを目的とする。

２ 方法

（１）概数調査

巡回による目視調査

（２）生活実態調査

調査票に基づく個別面接調査

３ 内容

（１）基本的属性等

・基本方針により調査することとされている項目

ホームレスの数、野宿生活の期間、仕事や収入の状況、健康状態、

福祉制度の利用状況等

・その他必要な項目

年齢や路上生活に至った理由、居住地域と到来理由等

（２）施策の活用、効果の把握

法及び基本方針に基づき実施してきたホームレス施策の利用状況等



生活実態調査骨子（案）

調査目的 調査項目( ) 備考太字下線は基本方針に定められている事項

○基本的属性等
〈前回調査との比較に必要な事項〉

・性別、年齢 ※年齢、ホームレスとして生活している期・調査対象者の基本的属性の把握
間、収入、福祉制度の利用状況等を把握

・出身地、家族の状況 し、前回結果と比較する。・調査対象者の生活歴の把握

・路上（野宿）生活の形態、 ※ホームレスとして生活している期間を把・路上(野宿)生活の形態・期間の把握 期間

・居住の移動 握し、前回調査時から継続して、ホーム

レスであった者を把握する。

仕事と収入の状況・路上(野宿)生活での仕事と収入の状況 ・

・職業と就業時の職位・路上(野宿)生活前の職業と就業時の職位

・路上（野宿）生活になった理由・路上(野宿)生活に至った理由

・路上（野宿）生活前の居住形態・路上(野宿)生活前の居住形態

・特定地域、場所での就労、求職状況・特定地域での就労状況の把握

・ （障害や結核等）・健康状態の把握 健康状態

〈新たに聴取する必要がある事項〉

・年金の状況・調査対象者の生活歴の把握
・借金の有無及び額

・居住地域と到来理由 ※都市部自治体の主張を検証する・移動の把握



調査目的 調査項目( ) 備考太字下線は基本方針に定められている事項

○施策の活用、効果の把握
・ ※各種事業の利用状況を確認し、施策の効・ホームレス自立支援事業等福祉制度等の利 総合相談事業の利用状況の把握

・ 果を把握用状況の把握 シェルター事業の利用状況の把握と感想

自立支援センター事業の利用状況の把握と路・

上生活に戻った理由

生活保護の利用状況の把握・

日雇労働者等技能講習事業の利用状況の把握・ホームレスの就業機会の確保に関する事業 ・

ホームレス等試行雇用事業の利用状況の把握の利用状況の把握 ・

ホームレス就業支援事業の利用状況の把握・

公営住宅の単身入居や優先入居の制度の活用・ホームレスの住宅確保に関する事業の利用 ・

等状況の把握状況の把握
低廉な家賃の民間賃貸住宅に関する情報提供・

の利用状況の把握

民間の保証会社等に関する情報提供の利用状・

況の把握

・今後の生活上の希望 ※就労や今後の生活等の希望を聞くことに・生活や住居、就労に関する希望の把握等
・今後の居住形態の希望 より、施策の見直しの参考とする

・求職活動とそれに必要な支援

・法務省の人権擁護機関に相談したい事項

・行政、ボランティア団体等への要望等○その他

※元ホームレスについても、自立支援センターを設置している自治体の協力を得て、成功例とその理由を把握を検討。


